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記
念
事
業
は
、
当
初
、
総
額
９
０
０
億
円
規
模
と
し
、
募
金
目
標

を
２
５
０
億
円
と
定
め
、
残
り
の
資
金
は
、
義
塾
の
通
常
の
経
常
費

な
ら
び
に
自
己
資
金
運
用
か
ら
の
調
達
と
借
入
金
に
よ
っ
て
賄
う
こ

と
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
り
目
標

額
を
超
え
る
水
準
ま
で
到
達
し
、
２
８
５
億
円
の
お
申
し
込
み
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
事
業
資
金
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

２
０
０
８
年
以
降
の
世
界
的
な
経
済
危
機
に
端
を
発
す
る
深
刻
な
資

金
運
用
環
境
の
も
と
、
義
塾
財
政
の
経
常
収
支
の
悪
化
と
い
う
状
況

に
立
ち
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
精
査
し
た
結
果
、
記
念
事
業
を
当
初
の
予
定

通
り
実
施
す
る
の
は
困
難
と
判
断
し
、
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直

し
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
義
塾
財
政
の
現
状

を
見
極
め
、
記
念
事
業
を
慎
重
に
検
討
し
た
結
果
、
ま
ず
は
学
生
、

生
徒
、
児
童
お
よ
び
患
者
各
位
の
安
全
を
図
る
事
業
を
優
先
し
て
推

進
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
記
念
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
た
個
々

の
事
業
は
、
義
塾
の
将
来
に
と
っ
て
ど
れ
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
も

の
で
す
。
義
塾
財
政
の
改
善
に
努
め
、
資
金
の
都
合
が
つ
き
次
第
、

計
画
さ
れ
た
事
業
す
べ
て
の
遂
行
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

創
立
１
５
０
年
記
念
事
業
の
完
遂
に
向
け
て

―
記
念
事
業
募
金
終
了
と
今
後
の
事
業
展
開
の
ご
報
告
―

2
0
0
8
年
、
慶
應
義
塾
は
創
立
1
5
0
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
2
0
0
5
年
9
月
か
ら
10
年
計
画

で
創
立
1
5
0
年
記
念
事
業
（
以
下
、
記
念
事
業
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
創
立
1
5
0
年
記
念
事
業

募
金
は
、
2
0
0
5
年
10
月
か
ら
開
始
し
、
当
初
の
予
定
通
り
2
0
1
0
年
9
月
末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
社

中
の
皆
さ
ま
に
は
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
記
念
事
業
募
金
の

終
了
と
、
記
念
事
業
完
遂
に
向
け
て
の
今
後
の
計
画
を
ご
報
告
し
ま
す
。

創
立立
１１１
５５５５
０
年
記
念
事
業

―
記
念
事
業
募
金
終
了

2
0
0
8
年
、
慶
應
義
塾
は
創
立
1

で
創
立
1
5
0
年
記
念
事
業
（
以
下

募
金
募
金金金金
は
、
2
0
0
5
年
10
月
か
ら
開

中
の
中
のののの
皆
さ
ま
に
は
ご
支
援
・
ご
協
力

終終
了
終終

と
、
ととと

記
念
記
念
記記記
念
記
念
事
業
完
遂
に
向
け
て

新
た
な
財
政
状
況
下
で
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
見
直
し 創立 150年記念式典



19

　

募
金
活
動
は
当
初
の
予
定
通
り
２
０
１
０
年
９
月
を
も
ち
ま
し
て

終
了
し
ま
し
た
。
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
個
人
・

法
人
・
団
体
の
皆
さ
ま
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

募
金
申
込
件
数
・
金
額
（
２
０
１
０
年
９
月
30
日
現
在
）

⑴
申
込
件
数
・
申
込
金
額

⑵
使
途
指
定
寄
付

　

２
０
０
９
年
２
月
か
ら
特
に
ご
関
心
の
あ

る
記
念
事
業
に
ご
寄
付
い
た
だ
け
る
よ
う
、

未
来
先
導
基
金
全
般
、
福
澤
諭
吉
記
念
文
明

塾
運
営
基
金
、
未
来
創
造
塾
運
営
基
金
（
仮

称
）、
信
濃
町
新
病
院
棟
建
設
資
金
、
中
等

部
体
育
館
・
プ
ー
ル
建
て
替
え
資
金
へ
使
途

を
指
定
し
た
ご
寄
付
を
承
り
ま
し
た
。

寄
付
金
の
配
分
計
画　
（
＊
使
途
指
定
寄
付
を
除
く
）

　

使
途
指
定
以
外
の
ご
寄
付
（
２
０
１
０
年
９
月
末
現
在
ご
入
金
額

２
５
２
億
円
）
に
つ
い
て
は
、
左
表
の
通
り
各
事
業
に
充
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

慶
應
義
塾
創
立
1
5
0
年
記
念
事
業
募
金
の
ご
報
告
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寄
付
金
充
当
状
況

　

ご
入
金
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
配
分
計
画
に
基
づ
き
各
事
業
に

充
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
未
来
先
導
基
金
へ
の
組
み
入
れ

や
協
生
館
建
設
費
用
へ
の
充
当
の
他
、
建
設
中
の
南
校
舎
や
中
等
部

体
育
館
・
プ
ー
ル
建
て
替
え
お
よ
び
湘
南
藤
沢
中
等
部
・
高
等
部
教

室
棟
の
増
築
費
用
に
順
次
充
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
着

工
す
る
事
業
に
充
当
予
定
の
寄
付
金
は
、
基
本
金
（
注
１
）
へ
の
組

み
入
れ
や
受
配
者
指
定
寄
付
金
（
注
２
）
な
ど
に
よ
り
万
全
な
形
で

保
全
し
て
い
ま
す
。

顕
彰

⑴
芳
名
録

　

ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
方
々
の
ご
芳
名
は
「
芳
名
録
」
に
記
し
、

慶
應
義
塾
の
歴
史
に
と
ど
め
ま
す
。
ま
た
、
創
立
１
５
０
年
W
e
b

サ
イ
ト
（http://keio150.jp/

）
の
「
W
E
B
芳
名
帳
」
に
も
ご
芳

名
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
寄
付
金
額
1
万
円
以
上
の
方
に
つ

い
て
は
、
慶
應
義
塾
の
機
関
誌
で
あ
る
『
三
田
評
論
』
に
寄
付
金
額

と
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
（
W
E
B
芳
名
帳
、

『
三
田
評
論
』
は
ご
希
望
の
方
の
み
掲
載
）。

⑵
寄
付
者
銘
板
（
ご
芳
名
の
掲
出
）

　

創
立
１
５
０
年
記
念
事
業
募
金
へ
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の

ご
厚
志
に
感
謝
申
し
上
げ
、

銘
板
を
作
成
し
末
永
く
慶
應

義
塾
に
ご
芳
名
を
掲
出
い
た

し
ま
す
。
掲
載
場
所
な
ら
び

に
掲
出
時
期
に
つ
い
て
は
下

表
の
通
り
予
定
し
て
い
ま
す
。

記
念
事
業
の
継
続

　

創
立
１
５
０
年
記
念
事
業
の
完
遂
に
向
け
て
、
今
後
も
活
動
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
創
立
１
５
０
年
記
念
事
業
募
金
の
申
込
受
付

は
終
了
し
ま
し
た
が
、
当
記
念
事
業
に
対
す
る
皆
さ
ま
の
引
き
続
き

の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
（
募
金
に
つ
い
て
）〉

慶
應
義
塾 

基
金
室　

電
話 

：
０
３
（
５
４
１
８
）
０
１
５
０
（
平
日
９
時
〜
17
時
）

メ
ー
ル
：bokin@

keio150.jp
〈
三
田
〉
新
教
育
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
と
交
流
環
境
の
創
出

　

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
創
立
１
０
０
年
の
際
に
建
築
さ
れ
た
南

校
舎
の
建
て
替
え
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

建
て
替
え
工
事
期
間
中
の
代
替
教
室
と
な
る
南
別
館
は
す
で
に
完

今
後
の
事
業
展
開

※累計 150 万円以上の寄付をいただいた個人の方は、
　日吉記念館にもご芳名を掲出させていただきます。

（
注
２
）
学
校
法
人
等
へ
の
寄
付
を
促
進
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
、
日
本
私
立
学

校
振
興
・
共
済
事
業
団
が
所
管
す
る
事
業
で
す
。
私
立
学
校
の
教
育
研
究
の
発
展
に
寄
与

す
る
た
め
に
、
企
業
等
か
ら
寄
付
金
を
受
け
入
れ
、
寄
付
者
（
企
業
等
）
が
指
定
し
た
学

校
法
人
へ
配
付
す
る
も
の
を
指
し
ま
す
。

（
注
１
）
学
校
法
人
会
計
基
準
で
は
、「
教
育
の
充
実
向
上
の
た
め
に
将
来
取
得
す
る
固
定

資
産
の
取
得
に
充
て
る
金
銭
そ
の
他
の
資
産
の
額
」
を
第
2
号
基
本
金
と
し
て
い
ま
す
。



21

成
し
、
南
校
舎
は
２
０
１
１
年
３
月
に
竣
工
予
定
で
す
。

　

新
校
舎
に
は
教
室
の
他
、
グ
ル
ー
プ
学
習
室
等
塾
生
の
た
め
の
施

設
が
拡
充
さ
れ
る
と
と
も
に
、
塾
員
、
教
職
員
な
ど
社
中
が
交
流
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
も
配
置
さ
れ
ま
す
。
三
田
に
お
越
し
の
際
に
は
、
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
ご
利
用
方
法
等
の
詳
細
や
お
問
い

合
わ
せ
先
に
つ
い
て
は
P.
36
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
西
校
舎
お
よ
び
研
究
室
棟
建
て
替
え
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
し
い
南
校
舎
が
完
成
後
、
あ
ら
た
め
て
具
体
的
な
実
施
計
画
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

〈
日
吉
〉
日
吉
記
念
館
の
建
て
替
え

　

２
０
０
９
年
度
に
耐
震
補
強
を
施
し
た
現
在
の
日
吉
記
念
館
は
、

当
分
の
間
使
用
し
ま
す
。
建
て
替
え
後
の
施
設
は
、
収
容
人
員
1
万

人
と
な
り
、
入
学
式
、
卒
業
式
、
塾
員
関
連
の
行
事
に
利
用
し
ま
す
。

ア
リ
ー
ナ
面
積
が
大
幅
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
で
、
体
育
施
設
の
充
実

が
図
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
吉
記
念
館
の
建
て
替
え
と
関
連
し
て
、
体
育
施
設
の
充

実
を
図
る
蝮
谷
体
育
館
が
、
２
０
０
９
年
11
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

〈
信
濃
町
〉
新
病
院
棟
建
設
に
向
け
て

　

信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
医
学
部
・
病
院
の
構
造
改
革
に
基
づ

き
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
診
療
、
研
究
、
教
育

を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

21
世
紀
を
先
導
す
る
医

療
施
設
の
再
構
築
を
図

っ
て
い
ま
す
。
新
病
院

棟
建
設
計
画
は
、
信
濃

町
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の

再
整
備
事
業
の
中
核
的

な
事
業
と
し
て
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

医
学
部
・
病
院
の
将

来
構
想
の
具
現
化
と
し

て
、「
臨
床
研
究
棟
」

南校舎建て替え後のイメージ

新病院棟完成イメージ
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（
２
０
０
８
年
１
月
竣
工
）に
始
ま
り
、
現
在
は
、
別
館
跡
地
に
「
３

号
館
（
北
棟
）」（
２
０
１
１
年
１
月
竣
工
予
定
）
を
建
設
中
で
す
。

こ
の
３
号
館
（
北
棟
）
は
、
臨
床
研
究
棟
と
連
携
し
て
学
部
間
・

大
学
間
に
及
ぶ
先
端
的
臨
床
研
究
の
発
信
と
異
分
野
融
合
を
推
進
す

る
た
め
の
人
材
育
成
の
拠
点
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
３
号
館
（
南
棟
）」（
２
０
１
２
年
４
月
竣
工
予
定
）
に
は
、

病
棟
部
門
の
他
、
予
防
医
療
・
健
診
部
門
、
リ
ハ
ビ
リ
・
外
来
化
学

療
法
部
門
、
P
E
T
を
含
め
た
最
先
端
画
像
診
断
部
門
と
そ
の
製
剤

部
門
な
ど
を
配
置
予
定
で
す
。
３
号
館
完
成
後
、
１
号
棟
の
病
棟
部

門
や
２
号
棟
、
リ
ハ
ビ
リ
施
設
や
情
報
シ
ス
テ
ム
部
な
ど
の
機
能
を

３
号
館
に
移
転
し
た
う
え
で

解
体
し
、
新
病
院
棟
建
設
に

備
え
ま
す
。

　

新
病
院
棟
を
実
現
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
真
の
「
基
礎
・

臨
床
一
体
型
医
学
・
医
療
の

実
現
│
世
界
に
冠
た
る
大
学

病
院
│
」
を
達
成
で
き
る
よ

う
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
研

鑽
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

〈
矢
上
〉世
界
基
準
の
人
材
育

成
と
設
備
の
充
実

　

矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
教
育
・
研
究
拠
点
実
現
を
目
指
し
、
事
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
博
士
課
程
の
大
学
院
生
の
多
角
的
支
援
制
度
や

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
置
な
ど
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
教
育
・
研
究
改
革
の
実
行
拠
点
と
し
て
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）（
２
０
１
２
年
２
月
竣
工
予
定
）
と
併
せ
て
、

塾
生
の
安
全
を
図
る
た
め
に
教
育
・
研
究
施
設
整
備
（
33
・
34
棟
建

て
替
え
）
事
業
（
２
０
１
３
年
度
竣
工
予
定
）
を
行
う
予
定
で
す
。

〈
湘
南
藤
沢
〉
気
品
と
智
徳
を
育
む
「
未
来
創
造
塾
」
の
創
造

　

全
人
教
育
を
実
践
す
る
た
め
の
「
人じ

ん

間か
ん

交
際
」
の
場
と
し
て
、
塾

生
と
教
員
が
寝
食
を
と
も
に
し
学
ぶ
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
場

を
提
供
し
、
併

せ
て
、
滞
在
型

教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
践
し
ま

す
。
す
で
に
２

０
０
９
年
度
か

ら
滞
在
型
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
と

ハ
ウ
ス
制
度
を

試
験
的
に
ス
タ

ー
ト
さ
せ
て
い

ま
す
（
レ
ジ
デ

ハウス制度の一環として開催したスポーツイベント

33・34棟建て替え後のイメージ



23

ン
シ
ャ
ル
施
設
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
２
年
春
に
は
土
地
区
画
整
理

事
業
が
終
了
す
る
予
定
で
、
現
在
、
建
設
計
画
策
定
中
）。

新
し
い
一
貫
教
育
へ
の
挑
戦
│
│

2
0
1
3 
年
4
月
に
小
学
校
を
開
設
し
、

新
し
い
小
中
高
一
貫
教
育
の
展
開
を
目
指
す

　

当
初
計
画
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
。

○
２
０
１
３
年
４
月
に
横
浜
市
青
葉
区
に
お
い
て
小
学
校
の
開
設
を

目
指
し
ま
す
。

○
新
小
学
校
の
卒
業
生
は
湘
南
藤
沢
中
等
部
・
高
等
部
に
進
学
す
る

も
の
と
し
ま
す
。

○
新
小
学
校
と
湘
南
藤
沢
中
等
部
・
高
等
部
の
連
携
に
よ
り
、
わ
が

国
の
初
等
中
等
教
育
を
先
導
す
る
新
し
い
小
中
高
一
貫
教
育
の
実

践
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
、
横
浜
市
青
葉
区
を
起
点
と
し
て
、
大
学
・
大
学
院
ま
で
の

教
育
を
見
据
え
た
理
想
の
小
中
高
一
貫
教
育
を
展
開
し
て
い
く
た
め

に
、
新
し
い
小
学
校
と
湘
南
藤
沢
中
等
部
・
高
等
部
と
の
間
で
、
基

礎
学
力
の
重
視
、
教
育
内
容
上
の
連
続
性
に
留
意
し
な
が
ら
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
に
向
け
て
必
要
な
協
力
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

一
貫
教
育
校
の
環
境
・
施
設
の
質
と
安
全
性
の
向
上
を
目
指
し
て

　

女
子
高
等
学
校
で
は
、
ク
ラ
ス
定
員
の
少
人
数
化
に
伴
う
ク
ラ
ス

数
の
増
加
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
南
校
舎
（
２
０
１
１
年

３
月
竣
工
予
定
）
の
完
成
時
期
に
合
わ
せ
、
女
子
高
等
学
校
の
教
育

環
境
の
改
善
の
た
め
に
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
に
位
置
す
る
施
設

の
再
配
置
を
行
い
ま
す
（
２
０
１
２
年
度
予
定
）。

　

中
等
部
で
は
、
体
育
館
お
よ
び
プ
ー
ル
の
建
て
替
え
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
体
育
館
の
屋
上
に
は
、
テ
ニ
ス
を
主
と
し
た
多
目
的

コ
ー
ト
と
プ
ー
ル
を
配
置
し
ま
す
（
２
０
１
１
年
２
月
竣
工
予
定
）。

　

さ
ら
に
、
湘
南
藤
沢
中
等
部
・
高
等
部
で
は
、
普
通
教
室
や
A
V

教
室
な
ど
を
収
容
す
る
教
室
棟
を
増
築
し
ま
す
（
２
０
１
１
年
５
月

竣
工
予
定
）。
新
教
室
棟
に
は
、
既
存
教
室
の
形
状
と
広
さ
を
見
直
し

た
普
通
教
室
を
12
室
設
け
ま
す
。ま
た
新
た
に
、２
４
０
人
収
容
可
能

な
大
教
室
を
設
け
、
多
人
数

授
業
、
課
外
活
動
、
集
会
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
対
応
を

可
能
と
し
ま
す
。

湘南藤沢中等部・高等部教室棟増築後のイメージ

中等部体育館・プール完成イメージ


